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入院中の幼児後期の子 どもの遊びのニーズに対するケアの検討
楢 木 野 裕 美*・ 鈴木 敦 子*・ 田 尻 后 子**・
高木 智 美**・ 福 田ゆ か り**・ 船 越 明 子***
要 旨
幼児後期の子どもにとって、遊びは発達の主導的活動である。病気の子どもには、遊びを通 して生き生きした気持ち
になることは、病気からの早期回復につながる治療の要素になる。本研究では、入院している子どもがどんな遊びのニ
ーズを持って入院生活を送っているかを明かにし、子 どもが求める遊びの提供のためのケアのあり方を検討 した。
就学前4～6歳 児34名 に、入院による遊びの変化や遊びの実態について半構成法によるインタビューを行った。そ
の結果、入院により、遊びの種類が限 られ、遊び方も大きく変化 したこと、遊び相手として、きょうだいや友だちを求
めていること、看護婦と遊びたいと思っていることがわかった。子どもの遊びのニーズを満たすため、面会者の制限の
見直し、同室患児への配慮、入院時の持ち物(お もちゃ)の説明の検討、病院にあるおもちゃの充実、子どもの持ってき
たおもちゃを生かして遊ぶために、子どもの体験してきた世界を共感する関わ りが必要であること等が示唆された。
キー ワー ド:遊 びのニー ズ、遊 びのケア、遊び相手
はじめに
小児看護領域では、入院中の子どもの遊びへの関心は
高く、その重要性はス トレスの緩和、気分転換、不安や
苦痛の軽減、楽しみなどの視点から位置づけられてきて
いる1)z》。しか し、子ども、特に幼児後期の子どもにと
って、遊びは発達の主導的活動である。また、病気の子
どもには発達的 ・教育的観点からだけでなく、遊びを通
して子どもが生き生きした気持ちになることは病気から
の早期回復につながる治療の要素である3)4》5)。
1998年 に我々が実施した全国調査6)において、ナース
は入院している子 どもにとって遊びは大切であり、子 ど
もの権利であると認識 していた。また、子どもへの遊び
を保障する役割を担っているのは自分たちであるが、子
どもの求める遊びを理解することの難しさを感じ、多忙
過ぎることを理由に遊びのケアが不十分であるとも認識
していた。
ホ大阪大学医学部保健学科母性・小児看護学講座
・#大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 一15一
*料東京都立梅ヶ丘病院
子 どもにとって遊びがその意義を果たすには、子ども
の内的動機 を鼓舞するかかわ り、子 どもに、「楽 しかっ
た1と いう快の情動をもたらす働きかけでなくてはなら
ないv>。その働きかけをするには、子 どもがどんな遊び
のニーズをもっているかを理解 していなければな らな
い。しか し、現在、遊びのニーズを子 どもの視点からと
らえた研究は皆無に等しい。そ こで、本研究では子 ども
がどんな遊びのニーズをもちなが ら、入院生活を送って
いるかを明らかにし、子どもが求める遊びを提供するた
めのケアのあり方について検討することを目的とする。
1.研 究方法
1.調 査対象
関西の11病 院に入院している4～5歳 児、就学前の6
歳児34名 である。子どもとその親に研究の主旨を説明
大阪大学看護学雑誌Vbl.7No.1(2001)
し、同意を得た。 平均在院 日数は15,7日であった。行動制限のある患児
2.調 査方法 は18名で、そのうち6名 が床上安静を強いられていた。
調査方法は、入院前と現在の遊びの状況、遊びに対す 17名 には母親または父親が付き添 っていた。同胞がい
る患児の思い等を患児に半構成法によるインタビューを ない患児は7名 であった。幼稚園または保育園には30
行った。録音の承諾が得 られた場合は録音し、承諾が得 名が通園し、集団生活の体験をもっていた。
られない場合にはメモに記録した。入院による遊びの変 2.入院前 ・入院中の遊び(表2)
化、入院中の遊び実態、患児がとらえた看護者の役割に 入院前と現在、患児がくどんな遊びをしていたか〉に
着目し分析した。分析は、面接者を含めた研究メンバー ついて答えた遊びを機能的に分類し比較した。入院前の
で行 った後、他の共同研究者を含めて2段 階で行った。 遊びは85項目に上り、砂場や鉄棒 ・滑 り台等の「運動遊
び」が42.4%と最も多く、ウル トラマンごっこやままご
ll.結果 と等「模倣 ・想像遊び」は34.1%、「構成遊び」は14.1%
であった。「運動遊び」や 「模倣 ・想像遊び」では、患児は
1.患 児の背景(表1) 次のように答えていた。
患児の年齢は、4歳13名、5歳14名、6歳7名 で平 ・すぐに 「かくれんぼ、机にあがったりする」(No5)
均5歳2か 月であった。主な疾患は喘息15名、斜視、 ・「雨降ってるときはままごと、晴れてるときは砂場1(No33)
川崎病が各々3名であり、今回を含めた入院回魏よ 平均2.5回 ・幼稚園での遊びを楽しげに 「ネコごっこして遊ぶ 皆はネコでCO
表1患 児の背景
No.年 齢 性別 病 名 入院期間 入院回数 行動制限 付き添い 保育状況 同胞 
1 4歳0か 月 男 喘息3日 2回 室内 母 不明 弟
2 4歳1か 月 男 川崎病20日 1回 自由 母 幼稚園 兄 ・妹
3 4歳1か 月 男 喘息8日 1回 自由 なし 幼稚園 妹 ・弟
4 4歳2か 月 男 喘息10日 13回 床上安静 母 なし 弟2人
5 4歳2か 月 女 喘息5日 3回 制限あり 母 幼稚園 な し
6 4歳3か 月 女 横断性脊髄炎10日 3回 自由 母 保育園 姉 ・兄 ・弟
7 4歳3か 月 女 川崎病8日 1回 プレ仙一ム 母 幼稚園 兄
8 4歳5か 月 女 喘息4日 3回 自由 なし 不明 兄 ・妹
9 4歳5か 月 男 悪性リンパ腫 不明 1回 保護隔離中 なし 幼稚園 なし
10 4歳6か 月 女 脳腫瘍120日 1回 自由 母 ・父 幼稚園 姉 ・兄
11 4歳6か 月 女 喘息4日 1回 自由 母 保育園 兄
12 4歳6か 月 男 喘息8日 4回 自由 母 幼稚園 弟
13 4歳10か月 男 喘息7日 5回 自由 母 幼稚園 弟
14 5歳0か 月 男 喘息3日 5回 室内 母 幼稚園 兄2人
15 5歳0か 月 女 斜視8日 1回 病棟内 なし 幼稚園 姉 ・妹
16 5歳0か 月 男 上気道炎5日 1回 室内 母 幼稚園 な し
17 5歳1か 月 男 外上斜視7日 1回 自由 なし 幼稚園 妹
18 5歳1か 月 男 喘息5日 4回 自由 なし 幼稚園 兄 ・弟
19 5歳4か 月 女 気管支炎4日 不明 床上安静 母 幼稚園 兄
20 5歳5か 月.女 川崎病4日 4回 自由 なし 幼稚園 姉
21 5歳5か 月 男 喘息5日 不明 自由 なし 幼稚園 妹2人
22 5歳7か 月 男 喘息7日 1回 自由 な し 幼稚園 なし
23 5歳8か 月 女 急性糸球体腎炎3日 1回 床上安静 なし 幼稚園 兄
24 5歳8か 月 女 虫垂炎疑い3日 1回 自由 なし 幼稚園 姉
25 5歳8か 月 男 喘息4日 4回 自由 なし 幼稚園 姉 ・妹
26 5歳8か 月 男 腸炎4日 1回 床上安静 母 幼稚園 弟
27 5歳10か月 男 上腕骨折7日 1回 自由 母 幼稚園 兄
28 6歳0か 月 女 喘息2日 2回 床上安静 父 幼稚園 妹
29 6歳2か 月 女 眼瞼下垂6日 2回 病棟内 なし 保育園 兄2人
30 6歳3か月 女 喘息 不明 2回 病棟内 なし 不明 なし
31 6歳6か 月 女 大腿骨折90日 4回 車椅子 なし 保育園 な し
32 6歳6か 月 女 紫班病性腎炎37日 2回 床上安静 なし 幼稚園 弟
33 6歳6か 月 女 骨異形成60日 2回 車椅子 母 保育園 なし
34 6歳9か 月 男 斜視5日 1回 病棟内 なし 幼稚園 弟
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○○先生(幼稚園の先生)は お店屋さんするの」(No15)
一方 、入 院中の遊びについて、患児 は67項 目の遊び
を挙 げ、折 り紙 やお絵 かきな どの 「構成 遊び」が34.3%、
「模倣 ・想像 遊び」「受容的遊び」が22.4%ず つで、 「運動
表2入 院前 ・入院中の遊び (%)MA
入院前の遊びn=34 入院中の遊びn=33
運動遊び" 36×42.4) 6(9.0)
鉄棒 ・滑 り台等 10ボ ール 3 
砂場 ・外遊び 12散 歩 2 
自転車 ・三輪車等 6お んぶ遊び 1
かけっこ・かくれんぼ等3

縄跳び・こま等 3
 
虫取 り 1
 
プール 1
 
模倣 ・想像 遊び29(34.1) 15×22.4)
ウル トラマンごっこ等13人 形遊び・ままごと5 
人形遊び ・ままごと 10ロ ボ ッ ト 2 
プラレール 3ギ ンマガ ンごっこ 5 
だんご作 り 1車 2 
戦いごっ こ 1幽 霊 ごつこ 1
ねこごっこ 1 
構成遊び 12×14.1) 23×34.3)

お絵かき ・ぬ りえ 4折 り紙9

プロツク ・パズル 3お 絵か き ・ぬ りえg

折り紙 1パ ズル ・ブ ロック5
 
粘土 1
 
工作 1
 
シール 1
 
サ ンタの飾 り付け 1

受容的遊び 4×4.7) 15×22.4)

ビデオ 2本 10
 
本 2テ レビ 2 
ビデオ 1 
マンガ 1 
紙芝居 1

ゲーム遊び 4×4.7) 8×11.9)

ゲーム 3ト ランプ ・カー ド4

トランプ 1ゲ ーム3

あい うえお教室1

計 85×100.0) 67×100.0)

表3遊 び相手 N=34(%)MA
入院前 現在 遊びたい人
友だち
きょうだい
両親
入院児
看護婦
1人
その他
いない
わからない
計 
26(56.5)
 
12×26.1)
 
4(8.7)
 
0
 
0
 
4(8.7)
 
0
 
0
 
0
 
46(100.0)
 
0
 
3(6.7)
 
11×24.4)
 
19×42.2)
 
7×15.6)
 
4(8.9)
 
1(2.2)
 
0
 
0
 
45×100.0)
 
10×29.4)
 
12×35.2)
 
1(3.0)
 
3(8.8)
 
0
 
1(3.0)
 
0
 
1(3.0)
 
6×17.6)
 
34×100.0)
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遊び」をして いた のは9,0%に 過 ぎな かった。患児 は次
のよ うに答 えて いた。
・行動制限はなく、病棟内を自由に移動できるが、質問に対
してすぐには返事がなく、「えほん..ビ デオ」(No6)
・「お絵かきとかお り紙」(No24)
・行動制限のある子どもで 「何にも遊んでない」(No6)
さ らに、入院前 にして いた遊び を入院後 もして いた患児
は2名(No15、No29)で あ り、行動制限がな い場合 で も
患 児の入 院前 と入院 中の遊び は大 きく変化 していた。
3.入 院中の遊びのニーズ
患 児が一緒 に遊びた い人(表3)、 持 ってきたか ったお
もちゃ(表4)の 視点か ら、患児 の遊びのニーズ をみた。
患児 がく入院前に一緒 に遊んで いた〉 のは、56.5%が
「友だ ち」、次 に 「き ょうだ い」が26.1%で あった。そ の
答 え方 は、次 の通 りである。
・すんなり 「○○くんと ××ちゃん、おとうと、おねえちゃ
んと遊ぶの」(No6)
・「お とうと..お 父さん」(Nd4)
・「お母さん、○○ちゃん(友 だち)」(No5)
このよ うに、すんな り幼稚園や保育所 の友 だちの名前
を具体 的にあげた り、 「両親 」と答 えた患児 も両親 と患児
だ けで な く、き ょうだいや友だち を含 めて遊 んでいた。
現在 、〈誰 と遊 んでいる〉か につ いて は、友だ ちに代わ
る 「入 院児」をあげた のは42.2%で 、次に両親 が24.4%
で あった。
・「病室のおともだち ...○ ○ちゃん、△△ちゃん、 ××ち
ゃん」(No27,No34)
・「お部屋の人と」(No32)
・「お母さん」(Nos ,No7)
・「え一と、忘れた」とベッド上で ごろごろする(No10)
・「一人で...」(No25)
このよ うに答 え、友 だちでは名前を あげて いた のは同
室児が多 く、特定 の友 だち として名前 をあ げることは少
なか った り、付 き添 う母親 のみをあげていた。 また首 を
傾げて返答がなか った り、入院前 に遊んで いた人が誰 か
の問 いか けよ りも考 えなが ら答えていた。〈本 当は誰 と
遊びたい〉かの質問 には、 「き ょうだい」35.2%、 「友 だ
ち」29.4%、 「わか らない」17.6%で 、 「入 院児 」をあげた
のは8.8%で あった。
患児は次のよ うに答えて いた。
・ゲームをしなが ら 「○○(自 分)、△△(妹)と 遊びたい」 
(No21)

・「○ ○君」(No17、No23)
・「○○ちゃんと△△ちゃん、 ××ちゃんとも(す べて幼稚園
の友だち)」(No5)
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No17やNo23の 患 児が あげたのは入院前 に遊 んでいた
友だ ちの名 前で あ り、すんな りと答えて いた。 患児が遊
び たい と思 っ てい るのは、入 院前 と同様 に 、 「き ょうだ
い」や 「友だ ち」であった。
次 に、〈入院 時に持 って きたお もちゃ〉 と〈本 当は持
って きたかった お もち ゃ〉 を問うた。入 院時に持 って き
た おもち ゃは 「模 倣 ・想 像遊び」のお もちゃが36.3%と
多 く、次に 「構 成遊 び」のお もちゃ29.7%、 「受容 的遊び」
のお もち や16.4%で 、 「運 動遊び」のお もちゃを持 って
きた患児 は1.1%で あった。患児が持 ってきた のは次 の
お もちゃな どで あった。
・「ウル トラマンの小さい人形」(No25)
・考えながら「え一っと何やったっけ...キ ッキー君のぬい
ぐるみ」(No10)
・「お母さんが買ってきたいうえんぴつ、ほん」(No22)
これ らのお もち ゃは患児 が持 ってきたかった ものか、<
本当は持 って きたか ったが持 って これ なかったお もちゃ
〉は何か を聞いた。持 ってきたかったお もち ゃの ある患
児は22名 であ り、そ の患 児が持ってきたか った ものは、
「模倣 ・想像遊 び」のお もち ゃ44.8%、 「構 成遊 び」のお
もち ゃ17.3%、 「ゲー ム遊 び」13.8%で あ り、患児が持
って きたお もち ゃと同様 な傾向に見 えるが、その 内容 に
は違 いが あ り、患児は次 のように答えて いた。
・「大きいウル トラマ ンタローのおもちゃ、大きいダイナ」 
(Nb4)

・「でかい合体ロボット、でかい駐車場付車」(No16)
・「ゲームボーイとかコマとか持ってきたかった」(No34)
表4入 院時持 ってきたおもちゃ 
持って来たおもちゃ 計
運動遊び ボール 11×1.1)
のおもちゃ
模倣 ・想像 あそ び まま ごとセ ッ ト233(36.3)
のお もち ゃ 人形20
ミニカー ・飛行機 等6
ロボ ッ ト3
ミッキーのお もち ゃ等2
構成遊び お絵書きセ ッ ト1427(29!7)
のおもちゃ 折 り紙7
パ ズル ・プ ロツク4
シール2
受容的遊び ビデオ 115×16.4)
のおもちゃ 本14 
ゲーム遊び ゲーム 814×15.4) 
のおもちゃ あいうえお教室 2 
トランプ ・カー ド 4
その他 時計 11(1.0)
計	 93100.0) 
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・次々に	 「せんせい、 ピカチューのはんこ、いうえんぴつ」 
(No23)
患児 は、入院前 に家で遊 んでいたお もちゃや、大 きなお
もちゃを持ってきたか った と思 って いた。次 に、持 った
きたかったお もち ゃが ある と答えた患児 に対 して、持っ
てきたお もち ゃで満足 しているか 、何故 、持 ってきたか
ったお もち ゃが持 って これなか ったか を問 うた。持って
きたお もちゃで満足 して いた患 児は5名(22.7%)で 、持
って これなか った理 由を患児な りに納得 していたの は4
名(18.2%)、 理 由がわか らな い と思 って いる患児 は13
名(59.1%)で あった。患児 が満 足 した理 由は、
・「フリーダひこうき、買ってもらった」と飛行機を見せてく
れる(No21)
・「ううん、ない、いつもお母さんがいろいろ持ってきてく
れるし」(No31)
と、親 に新 しいお もちゃ を買 って もらって いたか らで あ
る。患児な りの納得 が得 られて いる場合、患児は次 のよ
うに答えて いた。
・一輪車を持ってきたかったが「病院の中では乗られへん。
パパとママに叱られる」(No29)
・「(病院には)小 さいのん(お もちゃ)し か持ってこられへん
かった」(No8)
・「ボケモン トランプ探したけど、 どこにあるか見つからな
かった」(No22)
一方、理 由が わか らず に、持 ってきたか ったお もちゃ
を持 って これ なかった患児は、次 のよ うに答えた。
・「(母親からおもちゃが祖母宅にあるため持ってこれないと
N=34(%)MA

持ってきたかったおもちゃ 計

こま 1 3×10.3)

野球 1
 
m車 1
 
人形6	 13×44.8)
ままごとセ ット2
ロボット1
車・機関車4 
お絵かきセット2 5×17.3)
ブロック1
スタンプ1
粘土1 
ビデオ 2 2(6.9)
トランプ 1 4×13.8)
ゲーム3 
返答なし 1 2(6.9)

わからん 1
 
41×100.0)

言われたが)ま た頼んで持ってきてもらおうと思ってるね
ん」(No34)
・「ねんど」、母親は 「不潔でしょ1、患児は 「なんで(お 家で
遊んでるのに)」(No9)
・下を向きなが ら 「シルバニアファミリーの赤いやねのおう
ち..も ってきたい」(No33)
患児 はお もちゃを病 院 に持 って くるこ とを諦 めていなか
った り、母親 の説明に納得で きなか った り、お もちゃを
持 って きたい と思 い続 けていた。
4.「 遊んで くれ る人」 と して の看護婦
く看護 婦は何 をして遊 んで くれる〉かについて患児 に
質 問 した。「遊んで くれる」と答 えた のは16名(47.1%)、
「遊んで くれ ない」16名(47.1%)、 「その他」2名(5.8%)
であった。 「遊 んで くれ る」と言 った患児 の答 え方 は2通
りで あった。
・「えほんをよんでくれる」(No19)
・「うん、じゃんけんして遊んでくれる」(No25)
・「うん、ときどき遊ぶ。プレイルームとかでお り紙する」 
(No29)

・「うん」(No13,No22、No30他)
・「(遊んでくれると)思 うよ」(No9)
看護婦が どの ように遊 んで くれ るかを答 えた患児は5名
で あ り、他 の患児 は、看 護婦が遊んで くれ る ことを肯定
して いるが具体的な遊 びとしては出て こなかった。一方 、
「遊 んで くれな い」と答 え た患児 は次 の よ うに言 って い
た。
・「もっと遊びたい」(No2)
・「遊んでくれへん..看 護婦さんとおえかきしたい、仕事あ
るから誰もしてくれへん」(No8)
・固い表情で 「(遊んで)くれない」(No11)
・母親の方を向き、看護婦を見ない 「ううん、いそが しいか
ら..」(No33)
・真面目な顔で 「遊んでくれない。赤ちゃんにミルクあげた
り、おむつかえたりいそがしい」(No17)
患児 は看護婦 と遊 びたい、遊んで ほしいと思 っていた。
看護婦 に対 して期待 の気持ち を持 った り、不満や諦 めを
感 じて いた り、看護 婦のケアの状況 をと らえて患 児な り
に看護婦 と遊べな いと納得 していた。
lll。考 察
入院によって、患児がそれまで遊んでいた遊びの種類
や遊び相手が どのように変化したか、またおもちゃに対
する患児の思い、患児にとって遊び相手としての看護婦
の位置づけか ら、入院中の患児の遊びのニーズをみた。
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入院前、患児は「運動遊び」と 「模倣・想像遊び」とい
う全身運動を中心とし、ごっこ遊びをしていた。また、
ごっこ遊びは仲間が支えになって活動が展開される遊び
であるが、遊び相手も友だちを中心にして、他にはきょ
うだいと遊んでいた。この遊びや遊び相手は、研究対象
とした時期の子 どもにとって、発達の主導的活動となる
ものであり、遊びが健康的に保障されていたことが伺え
た。しかし、入院中では、患児は 「構成遊び」「受容的遊
び」「模倣 ・想像遊び」をし「運動遊び」は少なかった。これ
らの遊びは行動の制限の有無には関係なかった。また、
遊び相手は同室児であった。堀田らの研究結果8)9)同様
に、患児は入院によ り遊びが大きく変化し、入院前より
も発達段階に合った遊びができていなかった。また、患
児は本当は入院前に遊んでいた「きょうだい」や「友だち」
と遊びたいと思っていた。七かし、我々が実施した全国
調査でも、「き ょうだい」が面会できるのは一般病院で
66.9%、 高機能病院38.0%、 小児専門病院27.5%で あ
った。「友だち」でも一般病院58.2%、 高機能病院25.0
%、 小児専門病院25.5%と 制限されているのが現状で
あり、これは多 くの小児医療の場で、感染予防を重視す
る考えに基づ く面会制限によるものだろう。 しかし、
Jmu皿er,Dらt° 》は、患児の唯一最大のニーズが家族 との
交流であり、きょうだいに会うことを切望していること
を指摘している。「きょうだい」や「友だち」と遊ぶことは、
患児の発達、QOLを 考慮することであ り、患児が遊び
たいと思っている人と遊ぶ ことで、患児の活動意欲が引
き出され、回復力を高める効果がもたらされることを考
えておく必要がある。面会制限が必要であるか、どのよ
うに配慮すれば面会が可能になるか、面会制限のあり方
を検討しなければな らないと考える。また、患児は 「き
ょうだい」や「友だち」に替わる「入院児」と多く遊んでい
たが、特定の友だちとしてとらえているとはいえなかっ
た。患児同士の仲間関係は、成長発達には欠かせないも
のであり、入院中の楽しみや喜びとなる。そ して幼児後
期の患児は、何よりも仲間と一緒に遊ぶ ことで共感関係
を深めていく機会を求めているのである。患児が「 ○○
ちゃん」と遊んで楽しかった という体験になるように、
看護婦は、患児が「入院児」との関わりを親密にもて、仲
間関係が築けるような介入が必要である。
患児が入院時に持ってきたおもちゃについて、「模倣・
想像遊び」「構成遊び」につながるものが多 く、本当に持
ってきたかったおもちゃは、「模倣・想像遊び」「構成遊び」
のおもちゃではあるが、入院前に家で遊んでいたり、大
きなおもちゃであった。おそらく入院にあたり、ベッド
上で静かに遊べるおもちゃ、かさばらないおもちゃとの
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考えか ら、母親が選んだものであると思われるが、患児
は納得 していなかった。患児がおもちゃに満足していた
り、納得していた場合も、母親が新しいおもちゃを与え
ているか、患児がおもちゃを持ってくるのは無理である
と思い込んでいた。 しかし、心身共にストレスにな りや
すい入院生活環境下で、普段遊んでいたおもちゃがある
ことは、患児にとって安 らぎであり、遊び慣れたおもち
ゃで自己表現ができ、病院での体験を乗 り越える力にな
るのである1°)。したがって、看護婦は、入院時オリエン
テーション時あるいは入院中に、母親に対 して、患児が
家庭で慣れ親 しんでいるおもちゃを持ってくることが家
庭に近い環境 を作りだし、患児に安 らぎを与えられるこ
とを説明しておく必要がある。また、患児が病院に持っ
てきたいおもちゃは何かを確認 しておくことも大切であ
り、病院での療養上、どうしても不適切なおもちゃであ
れば、患児が持ってこれないことを患児なりに納得でき
るように説明していかなければならない。さらに先の全
国調査によると、病院のプレイルームにあるおもちゃの
種類で、70%以 上の病院が備えていたものは、絵本 ・ブ
ロック・テ レビ・ぬいぐるみ・ビデオであ り、乗 り物や粘
土など身体や手指の運動につながるものや「模倣 ・想像遊
び」ができるものは少なく、 「受容的遊び」や「構成遊び」
のおもちゃに偏 りがちであった。一般的に身体を動かす
ことは安静を妨げることになると考えられやすい。しか
し、本来子どもは能動的な存在で、四六時中身体を動か
していたいと思っている。身体を動かすということは、
心を解放することになるのである。また、アクサ リーナ
が指摘12)したように、安静の必要な子どもこそが、短時
間でも身体を動かす遊びが必要であり、その状況を作る
ことで子ども自らが苦痛な安静を守ることができるので
ある。「運動遊び」のおもちゃや幼児後期の主導的活動で
ある 「ごっこ遊び」ができるおもちゃなど、偏 りなくお
もちゃを整えておくことも必要だろう。
患児にとって、看護婦は遊び相手であるかどうかにつ
いて考えると、現在、患児への遊びの専門家に対する関
心は高まってきているが、アメリカのようなチャイルド・ライフ
・スペシャリスト13)やイギ リスのようなプレイスペシャリスト14)の資
格は日本にはない。現状では遊びを担当する役割として
期待されているのは、病棟保育士やボランティアである
が、その雇用は明らかに不十分な現状15>であるため、看
護婦がその役割を担っている。全国調査においても、遊
びに関わっている人として看護婦を挙げたのは、一般病
院91.6%、 高機能病院86.0%、 小児専門病院では100
%で あったが、反面、大半の看護婦が患児に遊びを提供
するには多忙過ぎるとも認識していた。本研究では、半
数の患児が看護婦は「遊んでくれない」と答え、「遊んで
くれる」と答えた半数の患児も具体的にどんな遊びをし
ているかは出にくかった。このことは、患児にとって看
護婦 と関わ りはあって も、看護婦との遊びが 「○○をし
て遊んでお もしろかった、楽 しかった」という体験にな
っていないということである。子どもの遊びは自然発生
的なものではなく、人間的ぬくもり抜きに組織すること
ができない16)という指摘通り、患児が充分に遊べるため
には、まず第一に`信 頼でき依存できる大人'と して看
護婦が位置づけられるように看護婦の努力が求められ
る。そして、患児と一緒に遊びの楽しさを共有、共感で
きるようにすることが大切になる。例えば、看護婦が積
極的に患児 とのごっこ遊びをする こともよい方法であ
る。多くの患児が人形等を持ってきていたが、入院中の
遊びは「構成遊び」に偏 っていた。 ごっこ遊びは患児の体
験 したことを反映しているが、看護婦が患児の持ってき
たおもちゃを生かして一緒に遊び、患児の世界を共有す
ることで、患児をより把握 し信頼関係を持つ ことができ、
遊びを発展させることができる。
子 どもにとって遊びとは何か、特に入院している子 ど
もにとっての遊びの重要性 ・知識 ・技術 を学び、その時
間を持っていくことが必要であろう。
おわ りに
幼児後期の患児が、どんな遊びのニーズをもっている
かをとらえ、そのニーズを満たすためのケアのあ り方を
検討した。
患児は、入院により遊び相手が変わ り、遊びが偏 りが
ちであった。そ こで、次のことが示唆された。
①患児が遊びたいと思っている「きょうだい」や 「友だち」
との交流を図るための面会制限 を見直す ことが必要で
ある。
②患児が入院児との仲間関係を築けるように看護婦が介
入する。
③看護婦は、患児が家で慣れ親しんだおもちゃをもって
くることの意義を理解し、母親に説明する。
④病院のおもちゃを多種類の遊びができるように充実さ
せる。
⑤看護婦は、患児が遊んで「楽しかった」という体験 をし
た遊びの世界を共有、共感できるように関わっていく。
今後、患児にとって遊びは重要であ り、看護ケアの中
でも優先度が高いものであることを認識し、遊びを位置
づけていかなければならないと考える。
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EXAMINATION OF THE CARE TO THE NEEDS OF THE PLAY FOR 
THE CHILD IN THE INFANT LATTER PERIOD IN HOSPITALIZATION 
Hiromi Naragino , Atsuko  Suzuki , Kimiko Tajiri , Tomomi Takagi, 

Yukari Fukuda and Akiko Funakosi
 
Abstract 
For the children in the infant latter period , the play is the activity of the leadership of development. Play gives the feeling that 
did it with children lively of sickness and as for the children the recovery from sickness becomes early that due to. This study 
identified the life that hospitalized children with play needs lead in the hospital and examined what directions should be taken in 
hospital care to provide these children with the play they need. We gave the focused interview to 34 children, ages 4 to 6,about 
the actualcondition of the change and the play by hospitalization before. 
It was found that , because of hospitalization , the types of play were limited , ways in which children played changed  greatly , 
children looked to  brother , sisters and friends as playmates , and children wanted to play with nurses . In order to satisfy the 
play needs of hospitalized children , it is suggested that limitations of visitors be reviewed , considerations be made to have 
children hospitalized in the same room , studies be made into how to explain to children and their families what  (toys) children 
should bring to the  hospital , and toys already available at hospitals be upgraded. Also , in order for children to play with toys 
their bring to the hospital , it is also necessary to underatand the world children have lived in prior to their hospitalization and 
sympathize with the children. 
Key Word : Play needs primary activity providing play care playmates 
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